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はじめに
　本稿は、平成29年度に実施した特許出願技術動向
調査のうち、ヒト幹細胞関連技術について紹介しま
す。
　ヒト幹細胞に関連する技術は、ヒトの発生という
生命の理解に深く関わると同時に、再生医療・細胞
治療、疾患モデル、創薬への活用など産業応用が進
みつつあり、将来が大いに期待されている技術でも

あります。
　本稿では、ヒト幹細胞関連技術について、技術概
要、市場動向、政策動向、特許出願動向、研究開発
動向等の調査結果を説明し、今後の研究開発の方向
性を提言として示します。

１．技術概要
　「幹細胞」とは、細胞分裂により自己と同じ能力を
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有する細胞を生ずる能力（自己複製能）と、自己と
は異なる細胞になる能力（分化能）とを併せ持つ細
胞をいい、代表的なものとしてはES細胞や人工多能
性幹細胞（iPS細胞）が挙げられます。
　本調査においては、自己複製能と分化能において
階層性の様々な段階にあるヒト起源の各種の幹細胞、
未分化細胞、前駆細胞等を「ヒト幹細胞」として捉
え、「ヒト幹細胞の自己複製能と多分化能のメカニ
ズムを解析し、ヒト幹細胞の機能を制御し産業応用
を図る上で必要な全ての技術」を「ヒト幹細胞関連
技術」として定義します。
　ヒト幹細胞関連技術の技術俯瞰図を図１に示しま
す。本調査では「ヒト幹細胞関連技術」を「要素技術」
と「応用産業」に大別しています。ヒト幹細胞関連
技術の要素技術は、新規なヒト幹細胞を発見・作出
し、あるいは既知のヒト幹細胞を用いて、後述の応
用産業で活用されるまでの過程で必要な技術であり、
①新規な幹細胞、②分離精製・増殖、③保存、④分
化制御、⑤細胞解析・品質管理、⑥細胞加工、⑦細
胞製造周辺の技術から構成されています。応用産業
は、①再生医療・細胞治療、②創薬支援・有用物質
生産等から構成されています。

２．市場動向
　ヒト幹細胞関連技術の主たる市場は、現状では、
幹細胞研究関連の試薬・機器等、要素技術の成果を
活用した製品で構成されています。これまでに世界
のいずれかにおいて上市されているヒト幹細胞を利
用した再生医療・細胞治療製品はまだ少なく、現時
点で「再生医療・細胞治療市場」が確立していると
はいい難い状況です。ヒト幹細胞を利用した再生医
療・細胞治療の臨床試験は、世界で82社により189
件が行われており（2017年６月末時点）、そのうち
米国籍企業によるものが、企業数、臨床試験数とも
全体の約５割を占めています。
　図２にヒト幹細胞関連技術を包含する再生医療及
び周辺産業の国内市場の将来予測を示します。日本
国内の再生医療の市場は、将来的には大きく伸びる
ことが予測され、適応部位・疾患では、「がん免疫」、

「神経」及び「軟骨」が中心となるとみられます。ま
た、日本国内の再生医療の周辺産業の市場も、大幅
な増加が見込まれ、品目別では「サービス」及び「消
耗品類」が成長すると見られています。
　ヒト幹細胞関連技術に関わる日本企業は、平成25
年度調査と比べると90社から228社（2017年６月末
時点）と大きく増えました。2013年に、ヒト幹細胞

図１　ヒト幹細胞関連技術の技術俯瞰図
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